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現代の医療は急速に高度化・細分化が進展し、個々の医療人の能力だけでは対応が困難になっています。

また、医療の質に対する社会のニーズも大きく変化し、単に疾病を治癒させるだけでなく、倫理的、心理

的、社会的側面から診断・治療のプロセスが問われるようになりました。群馬大学医学部附属病院では、

患者さんの人格を尊重した良質の医療を提供するために、複数の医療専門職の能力を結集したチーム医療

を実践しています。薬剤師は、取り扱う医薬品の品質を保証し、必要な時、必要な場所に適正に供給する

ことに加えて、医薬品が適正に使用されるよう管理や情報提供を行なう責任を負っており、群馬大学医学

部附属病院の薬剤師は、医薬品が関わるあらゆる場所で様々な活動を行なっています。医薬品や医薬品情

報を集中して管理する薬剤部内での活動が重要なことは言うまでもありませんが、群馬大学医学部附属病

院では、薬剤師が実際に薬の使用される場所に出向き、そこで他職種のスタッフや患者さんと一体となっ

て、薬の専門家として適正な医薬品使用を提案し、実施します。

医療には完成というゴールがなく、個々の医療人が継続的

な自己研鑚により改善、進歩していく必要があります。病院

に来る患者さんの全員が現在の医療に満足しているわけでは

ありません。未解決の問題に対しては積極的に取り組み、よ

りよい薬物療法を確立するための研究を進めることも大学病

院の使命です。群馬大学医学部附属病院では、医学系研究科

臨床薬理学講座と協力してさまざまな研究を進めており、数

名の薬剤師が社会人特別選抜により大学院博士課程に入学し

て研究を続けています。

明るく豊かな自然風土の下で、総合大学の充実した設備を

利用した専門知識や技能の修得も可能です。より良い医療を

実践するために薬剤師として活躍したい方、医療の場におけ

る薬剤師の可能性を追求したい方をお待ちしています。

水と緑と詩のまちをキャッチフレーズとし、先進医療

都市を標榜する前橋市に群馬大学医学部附属病院があり

ます。

医療の変化とともに私たち病院薬剤師の業務も大きく

変化しており、薬剤部内業務の他、病棟、チーム医療、

手術部、集中治療室、外来化学療法センター、放射線部

門、医療安全等、病院内の様々な場所で活躍しています。

薬剤師は日々切磋琢磨して最新の専門的な知識の習得に

努め、有効で安全な薬物治療に貢献しています。群馬大

学医学部附属病院薬剤部で、病院薬剤師の将来を一緒に

築きませんか。



・各部門を紹介します！！

調剤セクション

薬剤部窓口では外来患者さんへの投薬や

服薬指導の他、薬の相談を常時受けています。

調剤セクションでは全入院患者さんおよび一部の外来患者さんの薬を調剤し

ています。調剤は薬剤師の基本であり、奥の深い業務です。教育や研究にも

力を入れており、学生実習、レジデント研修、実務研究などにも積極的に取り

組んでいます。

散剤調剤ブースには、専用の排気口があ

り、調剤している散剤が調剤室に飛散す

るのを防止しています。また、抗がん薬

などの細胞毒性が強い薬剤の分包調剤は

安全キャビネット内で行っています。

目次
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注射調剤セクション

病院で使用する注射薬の調剤・調製を行っています。

調剤業務の流れは

“処方監査”→“個人別注射薬セット”→最終鑑査“

の順に行っていきます。個人別注射薬セットは各患者ごとにト

レーがあり、そこに注射薬をセットしていきます。また、入院患

者に対する高カロリー輸液と抗がん薬の調製を毎日行ってい

ます。注射薬は効果が高い反面、危険性も大きいため、多く

のチェック項目を確認し、業務を行っていく必要があります。

高カロリー輸液の調製

注射薬調剤

投与量・速度・濃度、

配合変化、休薬期間、

投与日数etc……

処方監査

抗がん薬の混合調製

医師へ疑義照会

麻薬管理部門

麻薬管理部門 主任

平尾 和明 （東京薬科大学卒）

調剤部門 主任
金田 亜希子（新潟薬科大学卒）
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手術室や集中治療室をはじめ、病棟および外来で麻薬は広く使用さ

れています。院内で使用されている全ての麻薬を法に基づき管理する

必要があります。麻薬廃棄等の際は行政との連絡を行っています。

HPLCを用いた残薬の成分分析



フィジカルアセスメント

より積極的にチーム医療へ参画し、薬剤師が薬の副作用を早期に

発見できるように、フィジカルアセスメントの習得を行っています。

フィジカルアセスメントの研修として、医師を講師に招いて基礎知

識の勉強会を行い、シミュレータを用いた実技トレーニングも実施

しています。

臨床知識と手技を身につけることで、医師や看護師等の多

職種とのコミュニケーションがより確実なものとなり、更なる

医療安全に貢献しています。

病棟では多職種がチームとなって、患者さんのより良い治療のため

に日々業務を行っています。我々薬剤師は患者さんに適した薬物治

療を提案し、薬の効果を確かめ、副作用の発現に気を配りながら患

者さんの回復に努めています。そして、病棟における医薬品の管理・

適正な医薬品情報の提供も大切な仕事です。病棟で働く我々の励

みはスタッフに囲まれた患者さんの笑顔です。

病棟薬剤管理部門

ベッドサイドでの服薬指導
（左：薬剤師、中央：薬学部実習生）

服薬面談室にて患者情報の収集

医師・看護師との服薬指示の確認
患者情報の共有

現在、全ての一般病棟・ICU・NICU・OPE室・

に薬剤師が計22名配置されており、各階に

ある服薬面談室を拠点に活動しています。

服薬指導や医薬品管理・注射薬の調製はも

ちろん、カンファレンス・病棟回診への参加、

処方設計の支援などを通して、患者さんの

状態を把握し、医療安全にも貢献していま

す。

病棟薬剤管理部門 主任

飯塚 誠 （城西大学卒）

実技トレーニング

病棟薬剤管理部門メンバー
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多職種連携

ICT （infection control Team）

ICU （Intensive Care Unit）

注射薬の調製

感染制御チーム専従薬剤師

平尾 和明 （東京薬科大学卒）
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重症病棟薬剤部門 主任

集中治療室 担当

本多 滋（東京薬科大学卒）

集中治療の現場において、薬剤師の知識を必要としている医師が多い

ことを実感しています。投与ルートや配合変化の確認、注射薬の調製

はもちろん抗菌薬をはじめとする薬剤の選択、投与量の提案が治療に

反映されることに、責任とともにやりがいをひしひしと感じながら、

充実した日々を過ごしています。

投与ルート確認処方提案

集中治療室 担当

竹中 美貴（昭和大学卒）

感染症の種類や病態に応じてどの抗菌薬をどのように使用すれば良いかに

ついて感染症専門医と検討し、担当医に情報提供を行っています。また、抗

菌薬の院内全体の抗菌薬使用量をデータとしてまとめ、他施設との情報共

有を行うなどして、抗菌薬の不適正使用の防止に努めています。そのほか、

院内巡視や消毒薬の適正使用推進により、院内感染や耐性菌の発生を防ぐ

活動を日々行っています。

医療の質・安全管理部

医療の質・安全管理部 専従薬剤師

中山 典幸（千葉大学卒）：前列左端

患者さんの治療には、様々な職種の医療従事者が関わり、

多くの医療行為が実施されます。安全で質の高い医療を提

供するため、私は専従の薬剤師ゼネラルリスクマネー

ジャー（GRM）として、各部門から提出されるインシデント事

例を医師や看護師GRMと分析し、危険な事例へと発展しな

いための工夫を提言したり、事例の問題点に対して立案さ

れた再発予防策が実施されているか、各部門の現場へ訪

問し確認しています。また、院内の医療安全に関するマ

ニュアルの定期的な見直しや、毎月発行している職員向け

医療安全情報の作成も行っています。



多職種連携

PCT （Palliative Care Team ）

NST （Nutrition Support Team）

主にがん患者さんやその家族に対する身体的・精神的苦痛症状の全人的ケア

を行っています。チームには医師、看護師、薬剤師の他に栄養士、ソーシャ

ルワーカーなど多くのスタッフがその専門性を活かし活動しています。薬剤

師の主な仕事として、麻薬など鎮痛薬の投与設計・投与経路の提案がありま

す。また患者さんとコミュニケーションをとることにより精神面のケアも

担っています。

緩和ケアチーム 薬剤師

左 渡辺 恵布 （北海道大学卒）

右 浦野 葵 （明治薬科大学卒）

川野 雅嗣 （昭和大学卒）

長嶺 歩 （北海道薬科大学卒）

竹中 美貴 （昭和大学卒）

月曜日 緩和ケアチーム担当患者への回診

水曜日 緩和ケアチームカンファレンス

金曜日 薬剤師・看護師による回診

緩和ケアチーム（薬剤師）の1週間のスケジュール

栄養サポートチームの1週間のスケジュール

緩和ケアチームカンファレンス
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左から

栄養サポートチーム 薬剤師

様々な患者さんに出会う中で、その疾患に合わせた栄養療法を行うことが如何に

難しく、重要かを実感しています。最適な栄養療法が行えるよう、薬剤師としての

知識を修得するために日々精進しています。

医師、看護師、薬剤師、栄養士、検査技師、歯科衛生士など多職種からなる

チームがICU およびすべての一般病棟を回診し、患者さんの栄養評価、改善策

の提案を行っています。



薬物動態・遺伝子解析部門

バンコマイシンの薬物動態シミュレーションの結果

CYP2D6の遺伝子多型解析結果

近年、患者さんの遺伝子多型に基づいた薬の効果・副作用の予測が

可能になってきています。当部門では患者さんの薬物血中濃度測定、

遺伝子多型解析を行うことで、患者さん個々に対して最適な投与設計

を支援し、個別化医療を実践しています。解析結果が直接治療方針

に関わってくるので、責任感とともにやりがいを感じています。

DIニュース（月1回発行）

医薬品に関する質問への対応、DIニュースの作成、MRから

の情報収集の他、院内の医薬品の採用等を議論する薬事

委員会の事務局業務を行っています。医薬品情報は収集・

整理・再構築・伝達から成り立っています。患者さんに直接

接することは少ないですが、常に患者さんを意識して、医薬

品の適正使用に取り組んでいます。

医薬品情報管理部門

MRからの情報収集

薬物動態・遺伝子解析部門

大島 幸菜 （武蔵野大卒）

医薬品情報管理部門 主任

木下 綾子 （北里大学卒）
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シークエンサーによる遺伝子解析

・ DIニュースを毎月発行

医薬品情報管理部門の業務

・ 医薬品情報検索ツール

➜ Up to date, Micromedex, Injectable drugs 等を駆

使して情報を収集し、質疑応答に対応しています

➜ 医薬品安全性情報、効能効果・用法用量追加、院

内採用医薬品に関する情報等、医薬品の適正使用に

関わる情報を掲載している



外来化学療法部門

外来で化学療法を行う患者さんは毎年増え続けており、2007年度の約

600名/月から2015年度には約850名/月に増えました。患者数の増加

に伴い、2012年6月に病床数も30床から34床に増床されました。現在

はがん専門薬剤師1名、外来がん治療認定薬剤師1名が常駐していま

す。混合調製するだけでなく、医師や看護師と連携をとりながら、患者

さんとの面談を行い、注意する副作用の説明や副作用発現の有無を

確認し、処方提案等も行っています。がん種別に担当者を決め、キャン

サーボードに出席し、他職種との情報共有の場としています。

投与される薬剤の説明と
副作用のモニタリング

外来化学療法センターで投与される
すべての注射薬を調製しています

外来化学療法センターの様子

手術室

年間の手術件数が多い当院では、手術室は院内で最も麻薬が多く

使用される部門です。薬剤師が日勤帯に常駐することで大量に使用

される麻薬の管理の強化、他の医療従事者の負担軽減を図ってい

ます。また、筋弛緩薬や麻酔薬等の手術に必要な注射薬、輸液の在

庫管理も行ない医薬品の適正使用に努めています。

麻薬使用量の確認

過不足のない医薬品の在庫量の把握や質疑

応答への迅速な対応を通し、手術が滞りなく

行われるように業務に取り組んでいます。

外来化学療法部門 主任

大島 宗平 （新潟薬科大学卒）
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検査値や患者情報の確認



製剤・放射線部門

薬務部門

医薬品の発注、納品などの業務はもちろん、

どのような医薬品が多く処方（使用）されて

いるのかなど、病院内全ての薬の動きを調

査・把握しています。その上で診療に必要

不可欠な医薬品の確保や処方された医薬

品が保険請求されているかの確認など、商

品としての医薬品の管理を行うのが薬務部

門の業務です。

1日の平均納品数：約230品目

もし、患者さんの病気を治療する既

存の薬がなかったらどうしますか？

製剤部門は、医師や他の医療スタッ

フとともにこのような悩みを解決し

ていきます。院内製剤の調製以外に

も安定性試験などの品質管理につい

ても行っています。

外用液を調製

点眼薬の異物試験

点眼薬の調製

アロプリノール含嗽液

・抗がん薬の使用によ

る口内炎の予防・治療

に使われています。

シクロスポリン点眼液

・既存の製品はアルコールを

含有しているため、強い刺激

を感じる患者さんがいます。

そのため、アルコールを除い

た製剤を調製しています。

製剤部門 大島 幸菜

（武蔵野大学卒）

副薬剤部長兼薬務部門 主任

阿部 正樹 （東京薬科大学卒）
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採用医薬品のデータ管理



専門・認定薬剤師・の“声”

外来化学療法部門 主任

大島 宗平

（新潟薬科大学卒）

栄養サポートチーム

カンファレンス

病棟薬剤管理部門 担当

川野 雅嗣 （昭和大学卒）
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外来がん治療認定薬剤師

NST専門療法士

私は外来化学療法センターにおいて患者に抗がん薬治療の説明を行ったり、

副作用モニタリング等の業務を通して、より専門性を身に着けたいと思いました。

加えて認定・専門資格を取得することで、より患者さんから信頼を得られると考

えたため、本資格の取得を目指しました。当たり前ですが、重要なことは資格を

とることではなく、資格を取得してから何をするかです！！今後はこれまで以上

に医師、看護師等の多職種と連携し、副作用モニタリング等の患者支援、地域

連携にも取り組んでいきたいと思っています。また、主任として後輩の教育を行

い、認定・専門薬剤師を輩出すること、また有資格者が活躍できる職場環境を

整えることも重要であると考えています。がん関連の認定・専門を目指そうと考

えている方を全力でサポートします★ 認定・専門資格を取得し、自分の武器を

もった薬剤師として働きませんか？！

外来化学療法センターのスタッフ講演会の座長

私のNST専門療法士の資格取得のきっかけは、消化器外科病棟の担当薬

剤師に任命されたのと同時にNSTの担当の兼任を開始したことでした。消化

器外科病棟の患者さんに接しながら、治療を円滑に行うためには栄養状態

の適正化が重要であると実感していました。NSTの活動の中では様々な病態

の患者さんの背景に合わせた栄養療法を行うことの面白さや難しさを学んで

います。しかし、まだまだ院内では栄養療法は軽視されがちであり、自分が

少しでも院内飢餓を解消する手助けができればと思い、専門取得を目指すよ

うになりました。今後も栄養の重要性を伝えるためにNST活動や教育を行い

ながら、最適な栄養療法がおこなえるよう新しい知識の習得に日々精進した

いと思います。



専門・認定薬剤師・の“声”

重症病棟薬剤管理部門

竹中 美貴 （昭和大学卒）

製剤・試験室部門

長嶺 歩 （北海道薬科大学卒）

11

日本糖尿病療養指導士

抗菌化学療法認定薬剤師

糖尿病は自覚症状が乏しいため治療を自己中断し、悪化や合併症状が出現

することが少なくありません。糖尿病患者さんと接していく中で、糖尿病の正し

い知識の習得や合併症の予防について一人でも多くの患者さんの治療に積

極的に関わっていきたいと思い、糖尿病療養指導士を目指しました。糖尿病患

者さんと接する際は薬のことだけではなく、生活状況についても把握するよう

に努めました。それは、現在の生活状況の中で長続きが可能な方法を他職種

と連携して考えていくかが重要であると実感したからです。血糖コントロール不

良を解決する際には、患者さんが現在の生活状況の中で上手に治療を継続で

きるようにサポートしていきたいです。

ICU医師に「感染症は任せた」と言われ、必死に抗菌薬、微生物および感染

症の病態について勉強しました。多くの感染症患者に向き合うことで、感染症

治療における薬剤師の役割の重要性を実感し、より専門性を身に着けたいと

考え、本資格の取得を目指しました。その後、ICTに参加させていただき、組織

で行う感染対策を学ぶことで知識の幅が広がり、本資格の取得に至りました。

今後は、病院全体の抗菌薬の適正使用の推進を行うとともに、専門性を活か

した教育や研究にも力を入れていきたいと考えます。

抗菌薬の使用方法、選択は僕に任せてください！！！

ICTカンファレンス

抗菌薬について学会発表

糖尿病教室のスタッフの一員
として患者教育をサポート



専門・認定薬剤師・の“声”

薬剤部 助教 八島秀明

（星薬科大学卒）
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DMAT（Disaster Medical Assistance Team）

私は2013年から当院のDisaster Medical Assistance Team（DMAT）の一員として活

動しています。災害派遣医療チームとも呼ばれるDMATは被災地で発生した傷病者

に救急治療を行い、災害死を最小限にすることを目的とした医療チームです。チーム

は医師・看護師・業務調整員から構成されており、私は業務調整員という立場で所

属しています。災害現場では業務調整員として限られた医療資源を効率よく使用で

きるように被災情報の収集と発信、記録などの活動を行います。薬剤師は災害支援

で届いた医薬品の管理や水質調査、感染制御などにおいて専門性を発揮すること

が期待されています。平時も、院内外での災害訓練やDMAT出動時に使用する薬剤

が常に使用できる状態を保つよう医薬品の期限管理を行っております。

災害派遣の合同訓練

緊急用医薬品の管理

専門・認定薬剤師を取得できる環境があります！

あなたのやる気を行動に移せる場所です！



斯波 瑞希（東京理科大学卒）

渡辺 優沙 （昭和大学卒）

1・2年目職員の声”

13

好きな言葉：「己に勝つ」

海老澤 果奈
（新潟薬科大学卒）

好きな言葉：「継続は力なり」

木村 玲衣（日本大学卒）

群馬大学医学部附属病院の職員として、9か月間

調剤部門に所属し1月から製剤・試験室部門に所属

しています。その間に、薬剤部内の他部署での研修

や毎週の先輩方との勉強会・セミナーなどを通じて、

日々学ぶことが多くとても恵まれた環境であると感

じています。まだまだ、自分自身知識が足りない部

分も多くあると思いますが

多くのことに出会い、興味

を持ち習得していければと

思います。

私は、薬剤師として早い

時期からより多くのことを

経験し知識を習得するため

に群大病院の薬剤師レジデ

ントを選びました。最初は

日々の業務や勉強に追われ

てとても大変でしたが、毎日新しい発見や学びが

ありとても充実しています。また先輩薬剤師との

勉強会やレジデントを対象とした講義もあり、自

分ひとりの勉強では足りない部分を補うことがで

きます。1年間働いてきて薬剤師としてまだまだ

勉強が足りないなと思うことばかりですが、成長

できるチャンスだと捉えて今後も努力し続けてい

きたいと思います。

群馬大学医学部附属病院で

薬剤師レジデントとして１年を終え

て、日々の業務に加え、レジデン

トプログラムを行うことの大変さ

を感じました。ただ、レジデントは

他の薬剤師の方たちとは異なり、業務時間内に講義等の

学ぶ機会が与えられることや薬剤部内各部署をローテー

ションして働くことができるため大学を卒業したばかりで知

識、経験不足の私にとってはとても良い制度です。これから

も日々努力を続け、成長していきたいと思います。大変な時

も、楽しい時もたくさんありますが、充窒した時間を過ごして

います。病院薬剤師やレジデント制度に興味のある方は一

緒に働いてみませんか。
須田 萌子（北里大学卒）

好きな言葉：向上心

好きな言葉：「自分らしく」

レジデントとして働き始めて１年が経ちました。業務

だけでなくレジデントとして、勉強会や薬剤部セミナー

など日々仲間と切磋琢磨し、充実した濃い１年となり

ました。また、学生の時とは異なり自分のミスが同じ

部署の方だけでなく他部署や患者さんに影響してしま

うという点で責任の重さを実

感した１年でもありました。

日々、学ぶことが沢山ありま

すが、焦ってしまったりするこ

ともありますが、自分らしく

一歩一歩前に進んできたいと

思います。

薬剤師として、臨床で必要な基礎知識や技術を幅広く習得することを目標として地元でも

ある群馬大学医学部附属病院を志望しました。一年間を通して、様々な部署を経験しました。

特に病棟での活動は患者さん一人一人の薬物治療の評価を行うことで、薬剤師の視点から

物事を観察する能力を徐々に習得できていると実感しています。日々自身の未熟さにくじけ

そうな時もありますが同期や先輩薬剤師の力強いサポートのもと、一年間切磋琢磨できまし

た。皆さんと一緒に仕事ができることを楽しみにしております。

「強い人間なんていない、強くあろうとする人がいるだけだ」

好きな言葉：



1～3年目職員の活躍と研修風景
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レジデントフォーラムで発表

ACCP（米国臨床薬学会）
@サンフランシスコへの参加

日本病院薬剤師会
関東ブロック学術大会へ参加

AFPS（アジア薬科学会議）へ参加し、再会！ @バンコク

留学生との交流

レジデント勉強会留学生の薬剤部見学
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レジデントチューター制度

レジデント制度の年間スケジュール

処方箋の内容について業務中に深く調べたり、複数人で議論でき

る時間は多くありません。初めて見る処方内容に、薬剤師として何

が重要なポイントであるか分からず、調べ方に困る新人薬剤師は

多いと思います。

令和 1年度 薬剤師レジデント研修カリキュラムの一例

1年目 2年目

4月 オリエンテーション 4,5月 調剤、病棟業務

5月 調剤 6月 調剤、病棟業務、DI業務

6,7月 調剤、混合調製 7~11月 調剤、病棟業務

8~11月 調剤、外来化療、病棟業務 12月 調剤、専門選択

12月 調剤、製剤、病棟業務 1月 調剤、専門選択

1月
調剤、試験研究部門、

病棟業務
2月 調剤、専門選択

2月 調剤、薬務、病棟業務 3月 調剤、専門選択

3月 調剤、麻薬管理、病棟業務

講義・研修等
・薬剤部セミナー（週1回開催）への参加
・研修医との合同研修への参加
・がん専門薬剤師研修講義への参加
・日病薬 関東ブロック学術大会への参加（1年目）
・全国規模の学会に1度以上参加（2年目）
・各人研究テーマを設定し、2年目に発表、論文提出

年間行事
4月 ：新入職員歓迎会
8月 ：小児糖尿病サマーキャンプ
12月 ：薬剤部旅行
12月 ：忘年会
1月 ：新年会
3月 ：送別会 etc…

複数のチューター、レジデントのグループで週1回の勉強会

目標：医療人として欠かせない知見の習得

➡ 各診療科の処方を抽出し、処方解析の視点を養います。薬物

治療の適正や相互作用等基本的な項目をはじめ、各薬剤の製剤

的な特徴や、薬物動態・最新の研究報告に関する情報収集を行って

もらいます。収集した情報をグループで共有し、チューターによる

臨床経験を踏まえたアドバイスを取り入れることで、全体のスキル

アップを目指します。

令和2年度
薬剤師レジデント募集予定

各グループのチューター

一緒に学びませんか？



群馬大学大学院医学系研究科

教 授 山本 康次郎（薬剤部長）

准教授 荒木 拓也（副薬剤部長）

大学院生 社会人博士後期課程 11名

（ 2019年1月1日 現在 ）

博士課程 関崎 直人 （富山大学卒）

＜年間スケジュール＞

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

入学

テーマの設定

1年間の目標の設定

中間発表

学会要旨作成・提出

日本薬学会関東支部会

科研費申請

次世代を担う若手薬科学シンポジウム

1年間の研究のまとめ

忘年会・新年会

博士課程

髙橋 理充

（昭和大学卒）

助 教 永野 大輔

八島 秀明（薬剤部助教）

高橋 雄太

自分で様々な問題点を解決する技術や考え方を身に付け、視野の広

い薬剤師になりたいと思い、私は博士課程に進学をしました。近年、

糖尿病治療薬の選択肢が増え、中でもDPP-4阻害薬は多くの薬剤が承

認されていますが、効果に個人差があります。このため、DPP-4阻害

薬の効果の個人差を解明すべく研究を行っています。業務や研究とや

ることの多い日々が続いていますが、とても充実した時間を過ごして

いると感じています。

臨床薬理学講座では、臨床検体 (患者さんの血液や摘出した組織等) を用いた薬物

動態解析や遺伝子解析、培養細胞を用いた薬物輸送実験、タンパク質解析等、様々な

技術を用いて、臨床現場で生じた問題を解決するために研究を行っています。研究成果

を国際学会や国内の学会で発表しています。また、発表を通じて多くの研究者と議論

し、新たな情報を得ることで、自分の研究内容をさらに発展させることができます。

現在講座のセミナーは週2回あり、水曜日は論文の抄読会、木曜日は研究の進捗状況報告となっています。

臨床薬理学講座って？
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私は病棟業務の中で、同じ薬で治療

を行っても効果や副作用の発現に個人

差があることを実感しました。その疑

問点を解決し、技術や考え方を身に付

け、より個々の患者さんに適した治療

法を提案出来る薬剤師になるため、当

講座で研究を行っています。現在は、

分子標的薬の効果・副作用発現を評価

するマーカーについて研究を行ってい

ます。ぜひ、一緒にそんな研究生活を

送りませんか？



群馬大学医学部附属病院 薬剤部
研究業績（一例）

＊下線は薬剤部もしくは臨床薬理に所属する職員もしくは学生

＊赤字は臨床薬理講座もしくは薬剤部の教員以外の薬剤部職員

＊緑字は薬剤師レジデント

学会発表（国内学会）

1. Takenaka M, Takahashi Y, Yashima H, Araki T, Yamamoto K: The impact of sunitinib N-oxide as a photodegradation product of

sunitinib. Indo. J. Pharm. in press

2. Nakamura H, Nagamine A, Yashima H, Araki T, Yamamoto K: Exploration of proteins involved in acquisition of resistance to

cetuximab. Indo. J. Pharm. in press

3. Nagamine A, Araki T, Nagano D, Miyazaki M, Yamamoto K: L-Lactate dehydrogenase B may be a predictive marker for

sensitivity to anti-EGFR monoclonal antibodies in colorectal cancer cell lines. Oncol. Lett. 17, 4710-4716 (2019).

4. Nagano D, Araki T, Yanagisawa K, Ogawa Y, Gohda F, Uchiumi H, Handa H, Nakamura T, Yamamoto K: Darunavir concentration

in PBMCs may be a better indicator of drug exposure in HIV patients. Eur. J. Clin. Pharmacol. 74, 1055-60 (2018).

5. Watanabe T, Hiraoka H, Araki T, Nagano D, Aomori T, Nakamura T, Yamamoto K, Baba H: Significant decreases in blood

propofol concentrations during laparoscopic adrenalectomy for pheochromocytoma. Br. J. Clin. Pharmacol. 83, 2205-2213 (2017).

6. Ito A, Okada A, Hashita T, Aomori T, Hiromura K, Nojima Y, Nakamura T, Araki T, Yamamoto K: Sex Differences in the Blood

Concentration of Tacrolimus in Systemic Lupus Erythematosus and Rheumatoid Arthritis Patients with CYP3A5*3/*3. Biochem.

Genet. 55, 268-277 (2017).

1. Iwaki T, Takahashi Y, Kaneta A, Yashima H, Abe T, Araki T, Yamamoto K: Contamination of the Blister Packs by

Pomalidomide after Use in Clinical Situation. 23rd European Association of Hospital Pharmacists Congress. March 22, 2018

(Gothenburg, Sweden)

2. Yashima H, Araki T, Shibamiya T, Abe T, Komatsu Y, Yamamoto K: Retrospective study to assess risk of falls due to prescribed

drugs in inpatients. ISPE’s 34th International Conference on Pharmacoepidemiology and Therapeutic Risk Management. August 26,

2018 (Prague, Czech Republic)

3. Nagano D, Araki T, Yanagisawa K, Ogawa Y, Uchiumi H, Nojima Y, Yamamoto K: The influence of the genetic polymorphisms of

efflux transporter on DRV levels in PBMC and plasma. American Society of Clinical Pharmacology and Therapeutics Annual

Meeting 2017. March 16, 2017 (Washington D.C., USA)

4. Nagamine A, Araki T, Nagano D, Yamamoto K: L-lactate dehydrogenase B (LDHB) is a possible predictive marker for sensitivity

to anti-EGFR Mabs in colorectal cancer cell lines. The 5th FIP Pharmaceutical Sciences World Congress. March 16, 2017.

(Stockholm, Sweden)

5. Nagamine A, Yashima H, Yasuda M, Yamada K, Araki T, Yamamoto K: A case of significantly prolonged PT-INR after use of

miconazole gelled preparation during warfarin therapy. 15th International Congress of Therapeutic Drug Monitoring & Clinical

Toxicology (IATDMCT 2017). September 27, 2017 (Kyoto, Japan)

1. 長嶺歩，八島秀明，海老澤果奈，松下麻美，青木誠，中島潤，市川優美，大嶋清宏，阿部正樹，荒木拓也，山本康次郎:
ホスフェニトイン投与後に血中フェニトイン濃度が異常低値を生じた症例. 第35回日本TDM学会・学術大会. 福岡. 2018
年5月

2. 竹中美貴，高橋雄太，荒木拓也，山本康次郎: スニチニブに対する曝光の影響の評価. 医療薬学フォーラム2018・第26回
クリニカルファーマシーシンポジウム.東京. 2018年6月

3. Ohshima S, Yashima H, Abe T, Araki T, Yamamoto K: Consideration of appropriate anticancer drug mixing on the

anticancer drug mixing time analysis.第28回日本医療薬学会年会.神戸. 2018年11月（International poster）

4. Nagamine A, Yashima H, Ebisawa K, Abe T, Araki T, Yamamoto K: The stability evaluation of hospital prepared eye

drops.第28回日本医療薬学会年会.神戸. 2018年11月（International poster）

5. 中山典幸, 滝沢牧子, 山田英二郎, 荻沼明美, 倉澤玲子, 田中和美, 山田正信, 小松康宏: 入院患者に対するインスリン指示書
の改定に向けた取り組み.第13回医療の質・安全学会学術集会.名古屋. 2018年11月
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論文発表

学会発表（国際学会）



薬剤師数：

入院処方箋数：

院内外来処方箋数：

院外処方箋数：

院外処方箋発行率：

薬剤管理指導算定数：

高カロリー輸液調製件数：

抗がん薬調製件数（入院）：

抗がん薬調製件数（外来）：

TDM算定件数：

58名（H29年1月1日現在）

7,001枚/月

1,895 枚/月

14,429 枚/月

88.9%

705 件/月

334 件/月

399 件/月

876 件/月

285件/月

（H26年度実績）

病床数 731 床

診療科数 27 診療科

外来患者数 2,117 名/日

平均在院日数 13.89 日

病床稼働率 84.48%

手術件数 11,040 件

（平成26年度実績）

病院までの交通案内

JR前橋駅から次のバスをご利用いただけます。（所要時間約15分）
①群大病院行き（中央前橋駅経由もあります） （前橋駅北口2番乗り場）
②群大病院経由南橘団地行き（前橋駅北口2番乗り場）
③ＪＲ群馬総社駅行き、総合スポーツセンター行き（前橋駅北口3番乗り場）

●高崎駅にて両毛線に乗り換え、JR前橋駅下車
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パンフレットは2018年度の業務体系をもとに作成しているため、

現状とは異なることがあります。薬剤部見学会を是非ご利用下さい。



群馬大学医学部附属病院薬剤部
〒371‐8511

： 027-220-8727

： 大島宗平、染谷健次、丸山達也、海老澤果奈

：群馬大学医学部附属病院 薬剤部

群馬県前橋市昭和町三丁目39番15号

HP: http://yakuzaibu.dept.med.gunma-u.ac.jp/

： 027-220-8722
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